
 

 
                        

武蔵野小 HP 

さわやかな５月です。 
校庭の木々が鮮やかな若葉に包まれ、爽やかな風

が吹き抜ける季節となりました。  新年度がスタート

して一ヶ月。保護者の皆様には、先日の学校公開な

らびに引き渡し訓練へのご協力、誠にありがとうご

ざいました。緊迫感の中にも、お子様を確実に守る

という共通の意識を共有できたことを、心強く感じ

ております。 

さて、4 月の保護者会でもお伝えしましたが、本
校では「主体的に自ら考え、判断し、行動する児童の
育成」に力を注いでいます。「主体的（性）」というと
難しく聞こえますが、その第一歩は、日常の中にある
「小さな選択」の積み重ねです。「今日はどの本を読
もうか」

「休み時間は誰と遊ぼうか」といった何気ない決断の積み
重ねが、子供たちの個性を形作っていきます。 

幼児期の「好き・嫌い」による選択から、小学校では学年
が進むにつれ「自分の成長のために何が必要か」という視
点での選択が求められるようになります。例えば、宿題が
終わった後に「すぐゲームをする」か「苦手な計算を 5 分だ
け復習する」か。このわずかな選択の差が、数年後の大き
な力となって返ってきます。 

ご家庭でも、お子さんが自分で決めたことに対して「自
分で決めたんだね」と、まずは認めてあげてください。自分
で選んだという自覚が責任感と自信を育みます。  もちろ
ん、子供ですから「楽な方」へ流れてしまったり、大人から見て失敗が目に見えていたりすることもある
でしょう。しかし、そんな時こそ、すぐに正解を教えるのではなく、あえて見守ることも大切です。たとえ
失敗したとしても、その結果を自分で引き受け、「次はどうすればいいか」と考える経験こそが、自立へと
向かう「真の学び」になるからです。 

今月、5 年生と 6 年生には宿泊行事

が控えています。親元を離れ、仲間と過ご

す時間は、まさに「選択」の連続です。自

分の荷物をどう管理するか、集団の中で

今何が必要かを考え、行動する。失敗も

含めたその一つ一つの選択が、自立へと

昇華する貴重なステップとなります。 

「自分で考え、自分で決めて、やってみる。」  

学校では、成功という結果だけでなく、そ

のプロセスにある子供たちの意思を丁寧

にすくい上げてまいります。5月の爽やか

な空のように、子供たちが伸び伸びと自

立への道を歩めるよう、教職員一同、一

丸となって支援してまいります。今月もど

うぞよろしくお願いいたします。 

５月は熱中症にも 

気を付けましょう！ 
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５月の生活目標：きまりを守って生活しよう。    

 学校のきまりとともに、ご家庭の約束についてもご確認くださ

い。保護者会でもお知らせした武蔵野小のきまりは、学校 HPの

トップ画面にもリンクを貼っております。ご確認ください。  

令和８年度 学校運営協議会委員の皆様 
 

委 員 長   様 保護司 

副委員長   様 主任児童委員  

  様 地域支援者 

  様 放課後子ども教室運営委員 

  様 多磨育成会むさしの保育園事務長 

  様 元ＰＴＡ会長  

   様 民生児童委員 

  様 本校ＰＴＡ副会長 
 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）は、「学校

と地域が力を合わせ、共に知恵を出し合って学校を支

えるための会議体」です。今年度も８名の皆様に委員

を務めていただきます。 

第一回協議会は４月２４日に開催しました。 

年間行事計画からの日程変更です。 

〇２年生遠足：５/１１（月）➡6月５日（金） 


